
令和７年度 千葉市生活支援コーディネーター
花見川区 第１層協議体

１ 概要
日 時:令和８年２月９日

14:00～16:00
場 所:花見川保健福祉センター

テーマ:多様な主体と連携する高齢者の社会参加
２ 目的
福祉団体や民間企業とのネット
ワークを活かし、生活支援体制を
整備する。

４ 協議体設置に至った経緯
令和５年度より、福祉団体を中心に民間企業、相談支援機関、行政と

ＳＣが連携し、地域課題やニーズを共有する場として協議体を開催して
きた。今年度は担い手が不足している課題に対し、複数の多様な主体が
運営する社会参加の場の事例を紹介し、区内全域で協力が得られる体制
づくりを進めることを目的として、協議体を設置した。

５ 内容
①生活支援体制整備事業における生活支援コーディネーターの役割につ
いて
②昨年度の協議体後の活動報告（10件16団体）
③複数の多様な主体が運営する社会参加の場、そこに関わる個別支援事
例の報告
運営主体と運営協力を民間企業や福祉団体が担うことになった経緯と

本来業務に与える効果、社会参加の場を活用した個別支援事例を共有し
た。
④自己紹介・交流会
５つのグループに分かれ、参加者と第２層生活支援コーディネーター

が事例を通じて相互に「出来そうなこと」「やってみたいこと」等の意
見交換を行った。
また、他団体の活動事例を知ることで、具体的な連携方法と相互理解

を図った。

３ 参加団体
計:24団体 34名
高齢者施設、障害者施設、民間企業、高齢障害支援課、健康課、あんし
んケアセンター（地域包括支援センター）、社会福祉協議会、生活支援
コーディネーター



６ 結果
①今年度から参加した団体もあり、生活支援体制整備事業の理解者を
増やし、新たなネットワークを構築することができた。
②社会参加の場を活用した役割の創出、活躍の場となる事例を共有し
たことで個別支援の協力を得ることができた。
③参加団体が相互に理解する機会となり、事例を通じてより具体的に
自分たちでできることを検討する機会になった。

交流会意見（抜粋）
・事例を聞き自分の施設でも取り組めることがあると思った。
・月１回なら場所と職員を提供できるのではないかと考えた。
・フレイル高齢者の活躍の場所として施設も選択肢であることが
分かった。入所者だけでなく職員の活性化につながると感じた。

・施設の人員や交通問題で外出が難しくなっているので、地域の
方が施設に来てボランティアとして関わることは大変嬉しい。

・地域と交流することで課題も出てくるが、それについても地域
の人と一緒に考えていけば良いと思った。

・地域の方に施設をもっと利用してもらいたい。

７ 今後に向けて
①あんしんケアセンター（地域包括支援センター）が関わっている支
援が必要な高齢者が、社会参加につながるような役割や生きがいを持
てる場（機会）の創出に向け、第２層生活支援コーディネーターと連
携していく。
②多様な団体に対して生活支援コーディネーターの役割の理解を深め
られるよう連携を推進していく。
③資源が少ないエリアにおいて、協議体参加団体の協力を得て社会参
加の場を創出・活用する。
④令和５年度から令和７年度の協議体からつながった活動事例をまと
め、区全体の地域資源の充実に向けて活用する。

８ 担当
花見川区第１層生活支援コーディネーター
【T E L 】043-275-6438
【所在地】〒276-0032

千葉市花見川区瑞穂1-1
花見川保健福祉センター内

千葉市生活支援コーディネーター

千葉市
ホームページ


